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立場，発想である（Brown and Levinson 1987 [1978]）。しかし東アジアタイプの敬語（井上 2011: 
316, 320, 321）は，話題の人物，第三者に向けても使われる。というよりもそもそも話題の人物
















　以上は，第 3次岡崎敬語調査の場面 115，場面 116，それぞれの設問にほぼ等しい。



























質問項目）のうち，第 3次岡崎調査で追加された第三者尊敬表現を問う場面 115～ 117，第三者



























である。場面 113については，第 1次から第 3次調査にかけてのデータを分析した。
　サンプルに関しては，ランダム・サンプリングによる継続調査サンプル（トレンド・サンプル）





























　第 3次調査における「第三者＿尊敬表現」場面（場面 115～ 117）の集計結果（敬語大分類に




























尊敬語＋丁重語 0 0 0 1
尊敬語＋丁寧語 275 238 45 252
尊敬語＋ス 1 0 0 1
尊敬語 5 4 45 0
V＋丁寧語 22 53 39 34
N＋丁寧語 0 1 0 0
V＋ス 0 0 0 2
V 1 2 169 7
N 0 0 1 0
NR1 2 8 7 9











（3）丁寧語だけを使用するという回答は，場面 116に多く（53例 17.3%），場面 117，場面 115と続く。




























その内訳は 20代 5名，30代 6名，40代 11名，50代 9名，60代 4名，70代 4名であった。）
図 1　場面 117〔第三者＿尊敬表現【話し手＝話し相手＜話題の人物】〕
 世代別尊敬語使用状況
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表 2　場面 117【話し手＝話し相手＜話題の人物】世代別×性別尊敬語使用状況 （数字は人数）
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
尊敬語使用（全体） 2 1 3 12 16 28 28
尊敬語使用（男性） 0 0 1 1 4 8 10
尊敬語使用（女性） 2 1 2 11 12 20 18
尊敬語不使用（全体） 13 37 52 43 32 23 8
尊敬語不使用（男性） 8 23 29 26 17 21 8
尊敬語不使用（女性） 5 14 23 17 15 2 0














　調査で回答された場面 115～ 117の敬語形式別の集計結果を表 3に示す。
















オミエニナラレル（三重敬語） 2 1 0 /
イラッシャラレル（二重敬語） 2 1 0 /
オイデニナラレル（二重敬語） 1 0 0 0
オ～ニナラレル（二重敬語） / / / 32
オミエニナル（二重敬語） 29 27 3 /
イラッシャル 172 126 34 /
オイデニナル 5 5 1 /
オ～ニナル / / / 131
オイデダ 4 1 0 /
御＋漢語 1 4 2 0 0
オミエダ 9 7 2 /
オイデル 2 0 4 /
ミエラレル（二重敬語） 0 1 0 /
ミエル 28 47 43 1
レル 23 24 3 90
φ 23 56 208 43
NR2 2 8 8 9
合計 306 306 306 306
凡例
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中では，場面 116で一番多く使われている。なお，場面 115～ 117で用いられるミエル，および
オミエニナラレル，オミエニナル，オミエダ，ミエラレルは，辻（2014）でも指摘したとおり，
「居る」の意味で用いられており，標準語とは意味領域が異なる。
（4）レルは場面 116，場面 115の順に多く使用され，いずれも 8%以下にとどまる。場面 117で
の使用数は僅少である。ただし，場面114では2番目に多く使用されていて3割程度に達している。
（5）φ形式（素材敬語なしの形式，ないし，裸の動詞）は，場面 117で 208例（68.0%）と，最





































べての場面，年代で使用されているが，40代～ 60代に多く，場面 117では 60代と 70代の女性
に 3例使用されているだけである。
　イラッシャルは，最も多く使用されている場面 115で，すべての世代でよく使われている。60
代のみ，場面 116の方が場面 115より多く使われている。場面 117で女性の使用が目立って多い。
　オイデニナル，オイデダ，御＋漢語，オミエダ，オイデルも若年層には使用されておらず，特
に伝統的な方言敬語形であるオイデルは，50代以上にしか使用が認められない。




敬語形式 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 小計
オミエニナラレル（三重敬語） 1 1 2
イラッシャラレル（二重敬語） 2 2
オイデニナラレル（二重敬語） 1 1
オミエニナル（二重敬語） 1 1 6 5 12 4 29
イラッシャル 9 35 35 33 24 19 17 172
オイデニナル 1 3 1 5
オイデダ 1 3 4
御＋漢語 2 2 4
オミエダ 3 1 3 2 9
オイデル 1 1 2
ミエル 1 3 3 5 7 9 28
レル 7 7 5 4 23
φ 4 2 3 2 5 3 4 23
NR 1 1 2
小計 15 38 55 55 51 54 38 306
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表 5　場面 116【話し手＜話し相手＞話題の人物】における敬語形式別，世代別使用実態
敬語形式 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 小計
オミエニナラレル（三重敬語） 1 1
イラッシャラレル（二重敬語） 1 1
オミエニナル（二重敬語） 1 2 2 10 2 6 4 27
イラッシャル 5 24 21 23 15 23 15 126
オイデニナル 2 2 1 5
オイデダ 1 1
御＋漢語 1 1 2
オミエダ 1 1 2 3 7
ミエラレル（二重敬語） 1 1
ミエル 3 6 4 15 12 7 47
レル 1 3 7 4 5 4 24
φ 8 5 15 7 11 6 4 56
NR 1 1 2 4 8
小計 15 38 55 55 51 54 38 306
表 6　場面 117【話し手＝話し相手＜話題の人物】における敬語形式別，世代別使用実態
敬語形式 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 小計
オミエニナル（二重敬語） 2 1 3
イラッシャル 2 2 8 3 9 10 34
オイデニナル 1 1
オミエダ 1 1 2
オイデル 1 3 4
ミエル 1 1 4 11 14 12 43
レル 1 2 3
φ 13 37 52 43 32 23 8 208
NR 3 3 2 8
小計 15 38 55 55 51 54 38 306
 辻　加代子・井上史雄・柳村　裕／国立国語研究所論集 11: 147–166 (2016) 159
表 7　場面 117【話し手＝話し相手＜話題の人物】における敬語形式別，世代別，性別使用実態
敬語形式 性別 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 小計
オミエニナル（二重敬語）
男性
女性 2 1 3
イラッシャル
男性 1 1 2 4









女性 1 2 3
ミエル
男性 1 3 5 6 15
女性 1 1 3 8 9 6 28
レル
男性 1 2 3
女性
φ
男性 8 23 29 26 17 21 8 132
女性 5 14 23 17 15 2 76
NR 3 3 2 8







10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 小計
115＞ 116＞ 117 1 6 8 3 12 7 2 39
115＞ 116＝ 117 4 4 12 8 6 3 1 38
115＞ 116＜ 117 0 0 1 1 1 3 0 6
115＝ 116＞ 117 2 23 24 26 16 24 5 120
115＝ 116＝ 117 5 2 4 6 9 12 20 58
115＝ 116＜ 117 0 0 0 0 1 1 2 4
115＜ 116＞ 117 2 2 5 8 3 1 4 25
115＜ 116＝ 117 0 0 0 0 0 0 0 0
115＜ 116＜ 117 0 0 0 0 0 0 0 0
NR（DK等含む） 1 1 1 3 3 3 4 16
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　なお，場面 117で尊敬語が使われていない回答（小計）の内訳は以下のとおりであった。
　115＞ 116＞ 117と示した回答のうち，場面 117で尊敬語が使われなかったのは 39例中 34例。
　115＞ 116＝ 117と示した回答のうち，場面 117で尊敬語が使われなかったのは 38例中 30例。
　115＝ 116＞ 117と示した回答のうち，場面 117で尊敬語が使われなかったのは 120例中 100例。
　115＜ 116＞ 117と示した回答のうち，場面 117で尊敬語が使われなかったのは 25例中 19例。
　逆に場面 117で尊敬語が使われている回答の組み合わせは，115＞ 116＜ 117，115＝ 116＜
117，115＝ 116＝ 117などである。115＝ 116＝ 117と示した回答では，イラッシャルが 26例，




　上記以外の尊敬語使用例は，115＞ 116＞ 117で 5例，115＞ 116＝ 117で 8例，115＝ 116
＞ 117で 20例，115＜ 116＞ 117で 6例であった。
　以上より，場面 117で尊敬語が使われていない回答の組み合わせとして，115＝ 116＞ 117が
最も多く，115＞ 116＞ 117がそれに次ぐ。場面 117で尊敬語が使われている回答の組み合わせ
としては，115＝ 116＝ 117が最も多い。











　第三者を対象にした謙譲表現に関する調査項目である場面 118の集計結果を，表 9と表 10に
示す。場面 118では，「この土地の目上の人」を話し相手に，「私の父」を話題の主語として，「す
ぐ来ますから」のところをどう言うか，を尋ねている。
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制中学校 3名。旧制中等学校・新制高校 22名。旧制高校・専門学校・大学 26名。その他 21名）

















申す 20 1 0
φ 176 26 6
オッシャル 6 0 0
「オ＋動詞連用形＋ル」形 3 0 0
ミエル 1 0 3
レル 86 14 0


















 辻　加代子・井上史雄・柳村　裕／国立国語研究所論集 11: 147–166 (2016) 163
　表 12に第 3次調査で得られた回答を敬語形式別，世代別に分けて集計した結果を示した。
表 12　場面 114〔先生の絵〕における敬語形式別，世代別使用実態
敬語形式 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 小計
オ～ニナラレル（二重敬語） 1 1 4 8 10 6 2 32
オ～ニナル 4 13 22 20 19 31 22 131
～テミエル 1 1
レル 2 17 16 24 15 12 4 90
φ 8 7 11 3 6 2 6 43
NR1 2 1 3 3 9
小計 15 38 55 55 51 54 38 306
1 NR（No response.）の他，名詞のみの回答，設問に対応していない回答なども含む。（表 13についても同様）





の形で示すと，70代 4：0，60代 7：5，50代 7：8，40代 13：11，30代 10：6，20代 11：6，10
代 1：1で，70代で男性だけに使用されているが，あとは男女拮抗した割合になっている。若い
世代に向けて標準語的な敬語として再採用されている可能性がある。
　この場面 114は，第 2次調査でも調査項目に入っている。これらの形式が第 2次調査でも同程
度に現れたかどうかを確認するために，この場面は第三者待遇ではないが，ここで確認しておく
ことにする。第 2次調査と第 3次調査とで出現した尊敬語形式について集計した結果を表 13と
図 3に示す。
表 13　場面 114〔先生の絵〕に現れた尊敬語形式の経年比較
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図 3　場面 114〔先生の絵〕に現れた尊敬語形式の経年比較（有効回答のみ）
　表 13，図 3から，二重敬語であるオ～ニナラレルの形式が，第 2次調査から第 3次調査の間
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Positioning of Third Person Honorifics in Okazaki
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Abstract
This paper aims to examine the positioning of third-person honorifics in Okazaki, focusing on data 
obtained from responses related to third-person honorific expressions that were newly added from 
the third Okazaki Survey on Honorifics conducted in 2008. The results of this study answered the 
following question.
  What kinds of gradations exist within the honorific language system in the city of Okazaki? 
The following gradations were found in this study: First, the results of the analysis indicated that 
an evolution of respectful honorifics toward polite (addressee) honorific usage is ongoing, although 
there is a change in apparent time. However, in a setting wherein both one’s conversation partner 
and the person who is the topic of conversation are established as being high-ranking people, 
certain extent of answers can be regarded as relative honorific usage.
  Second, for the data on scenarios involving “third-person humiliative expressions,” the usage 
of only a few respectful honorifics was observed when referring to a speaker’s father with another 
person as the conversation partner. This result clarified that a change toward relative honorific 
usage from absolute honorific usage has been identified in this regard.
  From the perspective of the geographical positioning of honorific language in Okazaki, the 
usages, characteristic in western Japan, which remain absolute honorifics, and broad respectful 
honorifics that are used in reference to third parties, still in casual settings, have indicated a decline. 
Instead, the usage trend is shifting toward an honorific system entirely comprising addressee 
honorifics, a characteristic of eastern Japan.
Key words:  third person honorifics, respectful honorifics, humiliative honorifics, shift toward an 
honorific system of entirely polite honorifics, relative honorific usage
